
 
本年もよろしくお願いします 

 

校長  大 塚  啓  
 

令和６年１月１日、いつになく穏やかな元日の夕方、 

最大震度7 の能登半島地震が発生しました。特に石川 

県能登地方では、家屋の倒壊や火災などが相次ぎ、大 

勢の尊い命が奪われてしまいました。ちょうど帰省を 

していて、団らんの最中だったという方もおられたと 

聞きます。かろうじて助かった方々も、この厳寒の時期の困難な避難生活の様子が報道か

ら伝わってきます。亡くなられた方々のご冥福をお祈りするとともに、いまだつらい日々

を過ごしておられる方々に心からお見舞い申し上げます。 
 

 当日は、上越市においても震度 5 強を観測しました。私の家では、棚から皿やビンなど

が落ちて割れ、柱のきしむ音がしばらく続きました。皆さんのお宅はいかがでしたでしょ

うか。柿崎中学校の建物は、耐震工事もされているため、建物自体には影響はありません

でした。地震後、メールシステムによって生徒の怪我等の人的被害の情報収集を行いまし

たが、幸い被害は確認されませんでした。 

 この時期、例年であれば、相当の積雪があったと思われますが、今のところは少雪です。

もし大雪と地震が一緒に来たとしたらどうなっただろうかと、つい考えてしまうのは私だ

けでしょうか。このことを教訓に、今どんな備えをしておくべきか、改めて考える必要が

あると感じています。 
 

 さて、今年の干支は「辰」です。辰年は「自然界の万物が躍動し、人間も草木も成長し

て活力が旺盛になる、変革や激動の年」になると言われています。また、「昇り龍」とい

う言葉がありますが、龍は繁栄の象徴です。このことは、生徒に当てはめて考えれば、こ

れまでの努力が実って花開く年と言えると思います。世の中そう簡単にはうまく進まない

かもしれませんが、たとえ思うようにいかなかったとしても、くさらずに頑張り続ければ、

水面下で着実に基盤が築かれて土台が固まり、次につながると私は信じています。 

 令和６年も柿崎中生徒へのご支援をよろしくお願いいたします。 

上越市立柿崎中学校だより   令和６年 1月 22日発行 「青春不再来」は、大廊下
に掲げられている木彫の言
葉です。 
「学習、生徒会、部活動な

どに、生徒は一生懸命で
す。悩んでいる生徒もいま
す。でも、どの生徒も、かけ
がえのない中学校生活を精
一杯生きている。」という意
味です。 
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柿中生徒会では、1 年間を５期に区切り、各期間 

における学年スローガンを設けて、諸活動に取り組 

んできました。まとめ・準備期にあたる 1～３月は、 

自分を見つめ直し、来年度への準備を進める期間と位置づけて、各学年のスローガンを考えまし

た。１月 10 日（水）の生徒集会で、代議員がそれぞれのスローガンを発表しました。 

 

各学年で決めたスローガンをもとに、年度の締めくくりと新年度の準備に向けて、柿中生がたく

ましく学校生活を踏み出しました。 

 

始業式にて、各学年の代表生徒が新年にふさわしく、前を向いて堂々と各自の抱負を述べま

した。発表者の人となりが伝わる聞きごたえのある発表でした。 

１年生スローガン                            
感謝の気持ちを行動で表し、２年生へ進級する準備をしよう. 
◎  

２年生スローガン                            
1年を振り返り、感謝の気持ちを行動で表そう. 
◎  

３年生スローガン 
３年間の学習と学校生活を振り返って、最後の中学校生活を楽しもう. 

１
年
２
組 

 

横
野 

妙
さ
ん 

「昨年の成果を生かし、自立で

きるよう努力していきます。」 

「自分の選んだ道を力強く進ん

でいきます。」 

お世話になっているスクールバ

ス運転手にお礼を伝える１年生 

薬物乱用教室（1/16）の講師への

感謝を行動で示す２年生 

生活委員から配付されたトランプ

で受験期のひと時を楽しむ３年生 

２
年
１
組 

 

宮
澤 
陽
菜
さ
ん 

３
年
２
組 

 

相
澤 

冴
輝
さ
ん 

「家庭学習、部活動、授業のメリ

ハリを大切にしていきます。」 
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生徒会副会長  八木 陽詩
ひなた

 

私は「百花繚乱」というスロー

ガンを掲げて選挙に臨みまし

た。柿中生全員が自分の持ち

味を発揮し、自分なりの花を

咲かせることのできる学校を

目指したいからです。 

そんな学校を実現するため

には、生徒が主体となって活

躍する場を増やしたいと考え

ています。例えば、文化部成果

発表会を実施してはどうでし

ょうかと考えています。 

普段、見えづらい所で活躍

する仲間の地道な努力にも目

を向け、お互いに認め合える

学校を目指して、精一杯頑張

ります。 

生徒会副会長  菅野 慶
けい

多
た

 

 私は生徒会副会長として、

「全員総活躍で柿中前進！」

を目指していきます。私は各

専門委員会の活動内容が全校

生徒に分かるようにできたら

と思っています。 

それに向けて、月に 1 回、

総務員と委員長でそれぞれ活

動報告を行い、その内容を全

校生徒に伝え、お互いの頑張

りが分かるようにしてはどう

かと考えています。 

柿中生一人一人が学校の

様々な場所で活躍できるよ

う、三役同士の話し合いを大

切にして、頑張ります。 

生徒会長  長井 在
ある

希
き

 

私が目指す柿崎中学校は「勇猛邁進～胸をはれる学校を目指して」です。今までの柿中の伝統を引

継ぎ、生徒一人ひとりが、自分に対しても地域に対しても胸をはれる学校にするため、頑張ります。

そのために、学校行事を地域の方にも見てもらえるようにしていきます。また、前例にとらわれず

見直すべきことは改め、誰もが過ごしやすい学校になるよう全力で頑張ります。 

生徒会では、能登半島地震の被災者支援として募金活動を始めまし

た。当面の間、生徒会総務が登校時間帯に大廊下にて呼びかけを行いま

す。募金は、日本赤十字社が開設する窓口に寄付することになっていま

す。被災地の方が一日でも早く通常の生活に戻るために、生徒は今、自

分たちにできることを考え、取り組んでいます。 



 


